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教室では学べない貴重な時間

令和７年３月１日、６７名の生徒が「我らが愛する母
校、波佐見高校」を巣立っていきました。

【式辞より（抜粋）】 永田英樹校長
希望という言葉は、先の見えない暗闇の中、遠くにか

すかに見える光。このかすかな光を目指して歩いていけ
ば必ず明るい場所に出ることができる。さらなる光を探
して、これからも学びを止めないでほしい。

【答辞より（抜粋）】卒業生代表 浦佳翔さん
私たち一人一人が、新しいことに挑戦することが、自

分の道を作り出すと分かりました。私は幸いにも、生徒
会長という道を見つけて、自分を信じることができるよ
うになりました。ここにいる卒業生６７名は、全員が何
かに挑戦して道を見つけたからこそ、ここにいるのです。

第48回卒業証書授与式 ３／１

４月の主な行事
３日（木）入学予定者オリエンテーション・部活動紹介
８日（火）着任式・1学期始業式・入学式
９日（水）学年集会・団別集会・授業開始(２・３年）
９日（水）～１１日（金） 新入生研修

１７日（木）クリーンアップ波佐見・歓迎行事
２１日（月）身体測定・新体力テスト・避難訓練
３０日（水）基礎力診断テスト・体育祭特別日課（～５／８）

ハウステンボス株式会社（HTB）と本校は連
携協定を結びました。県内初の試みで、全国に
もあまり例を見ない取組です。

HTBと本校は2010年に「長期有償型インタ
ーンシップに関する協定」を締結し、夏季休暇
や冬季休暇に生徒がHTBで働く制度を運用して
います。アルバイトではなく教育や職業体験と
して位置づけており、15年間で延べ500人以
上が参加しました。
１５周年を契機に、両者が包括的な連携のも

と、「未来を担う高校生の持続可能な成長への
挑戦」等、互いに支援しあうことを目的として
います。

HTBインターンシップ １５周年

本校がHTBでインターンシップを始めて15年となりました。
企業と学校双方に利点があり、何よりも自分探しの中にある生徒にとって、教室では学べ

ない貴重な時間となっています。



短期インターンシップ全体発表会 ３/７

１，２年生が体験した短期インターンシップの発表会を、波佐見町体育館と
ウェイブホールで行いました。
全員がポスターセッションで発表し、その後、代表の４チームが、全体発表を

行いました。波佐見中学校1年生も参加し、見学や質問等が活発に行われました。

離退任なさる先生方からのメッセージ

仁位 俊彦 先生 ご退職

小佐々 武 先生 → 佐世保工業高校へ

中里 亮 主事 → 日宇中学校へ

陣内 加寿子 先生
→ 佐世保中央高校 定時制夜間部へ

米田 一夫 先生 → 壱岐商業高校へ

岩永 聡志 先生 ご退職

牛之濱 聖仁 先生 → 長崎工業高校へ

中村 壮一 先生 → 小浜高校へ

樋口 賢也先生 → 佐世保南高校へ

野田 達也 先生
→ 佐世保中央高校 定時制昼間部へ

ポスターセッション部門

プレゼンテーション部門

２０年ぶりに担任をしました。
ハッピーでした。波佐見高校、
波佐見町を大好きになりまし
た。これからの時代で大切な
ことは、つまづいても立ち上
がること。そのためには勉強
が必要です。

21年前に赴任した時はMacが
1台だけでした。今は台数も
増え、美工科では卒展を行う
など活発に活動しています。
このように、歴史は君たち自
身が作るものです。これから
も頑張ってください。

野球選手のダルビッシュ有は、
「土日の休みが消え、夏休み
が消え冬休みが消え、友達が
遊んでる時に練習してた。だ
から今がある」と言っていま
す。Do  your best. make   
dreams come true.

みなさんからは、挨拶してく
れたり、元気な姿を見せても
らいましました。波佐見高校
の伝統を守ってください。誰
からも好かれるような存在に
なってください。

野球に携わりたくて本校に赴
任し、多くの出会いがありま
した。また、担任をして生徒
からは、勇気、元気、力をも
らいました。皆さんに会えて
うれしかったです。皆さんの
活躍を遠くから見守ります。

10年間お世話になりました。
その間に生徒のみなさんとた
くさん話したり、人生最高の
クラスを持つことができまし
た。ありがとう。また会いま
しょう。

波佐見高校のOBでもある私
から後輩の皆さんに伝えたい
ことは、「強くなってくださ
い！」ということです。自分
の弱さに打ち勝ち、誇りを
もって生きてほしいです。

礼儀正しく、明るい生徒の皆
さんと過ごすことができた5
年間でした。１，２年生の皆
さんは、後輩も入学してきま
すので、行事を盛り上げるな
ど頑張ってください。

楽しさには、できるようにな
る楽しさと、スマホなどで時
間をつぶして楽しむという2
つがあります。皆さんには前
者のように、目標に向かって
頑張る楽しさを感じてほしい
です。

陶心館の照明をLEDに変える
など、波佐見高校の施設面の
充実や点検などに尽力してき
ました。生徒のみなさん、夢
や目標に向かって頑張って下
さい。
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